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川
上
秀
一
氏
が
、
平
成　

年
６

２８

月　

日
を
も
っ
て
副
市
長
を
退
任

３０
し
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、
平
成　

年
４
月
に
副

２６

市
長
に
就
任
し
、
以
来
２
年
３
か

月
に
わ
た
っ
て
、
市
政
発
展
の
た

め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

川
上
秀
一
氏　

副
市
長
を
退
任

庁
舎
７
階
）
、
図
書
館
本
館
、
公

民
館
各
館
、
東
小
金
井
駅
開
設
記

念
会
館
、
婦
人
会
館
、上
之
原
会

館
、前
原
町
西
之
台
会
館
、
桜
町

上
水
会
館
で
配
布
し
て
い
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
方
法　

７
月　

日（
必
着
）ま

２８

で
に
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
、
小

論
文（　

字
以
内
・
課
題
＝「
私
と

８００

ス
ポ
ー
ツ
」）と
応
募
用
紙
の
必
要

事
項
を
明
記
し
、生
涯
学
習
課
へ
。

選
考
方
法　

市
役
所
内
で
設
け
た

選
考
委
員
会
で
、
論
文
に
よ
る
審

査
・
選
考
を
行
い
ま
す
。

選
考
結
果　

応
募
者
全
員
に
選
考

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
提
出

し
て
い
た
だ
い
た
論
文
は
、
選
考

後
返
却
し
ま
す
。

選
考
基
準　

必
要
な
方
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所

１８４

不
要
☎　

儿　

儿
２
４
６
２
）

０４２

３８６

 
勤
務
時
間　

１
年
単
位
の
週
あ
た

り
平
均
労
働
時
間　

時
間
（
土

３０

曜
・
日
曜
・
祝
日
お
よ
び
所
属
長

が
定
め
る
日
を
除
く
）

報
酬
（
月
額
）　
　

万
３
千　

円

１６

８００

※　

別
途
通
勤
に
要
す
る
経
費
を

非
常
勤
嘱
託
職
員
募
集

学
校
事
務
（
産
休
代
替
）

条
件
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。

応
募
要
件　

▽　

歳
定
年
制
の
た

６５

め
、
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に

２６

生
ま
れ
た
方　

▽
パ
ソ
コ
ン
操
作

（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
）
が
で
き

る
方

※　

国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

採
用
予
定
人
数　

１
人

面
接
試
験
日　

８
月　

日
（
火
）

２３

採
用
予
定
日　

９
月
２
日
（
金
）

要
項
（
申
込
書
）
配
布
・
応
募
受

付　

８
月　

日
（
金
）
ま
で
の
午

１２

前
８
時　

分
～
正
午
、
午
後
１
時

３０

～
５
時
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を

除
く
）
に
、
庶
務
課
（
市
役
所
第

二
庁
舎
７
階
）
で
。
郵
送
に
よ
る

応
募
（　

日
必
着
）
も
受
け
付
け

１２

ま
す
。

※　

要
項
は
、
配
布
期
間
中
に
限

り
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
先　

庶
務
課
庶
務
係
（
〒　
１８４

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
９
８
７
２
）

 　

公
募
委
員
選
考
基
準
に
よ
り
、

次
の
方
々
を
委
員
に
選
任
し
ま
し

た
。

　

▽
山
田
英
夫
さ
ん
、
吉
田
孝
さ

ん
、
北
澤
和
己
さ
ん
、
杉
本
久
也

さ
ん
、
石
田
潤
さ
ん
（
い
ず
れ
も

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会

委
員
選
任
結
果

公
募
市
民
）

問
合
先　

ご
み
対
策
課
減
量
推
進

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
３
５
）

０４２

３８７

 　

男
女
が
共
に
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
、
男
女
共

同
参
画
情
報
誌
「
か
た
ら
い
」
を

年
２
回
（
春
・
秋
）
発
行
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
「
か
た
ら
い
」
の
企
画
・

取
材
・
原
稿
執
筆
等
を
行
う
市
民

編
集
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
ま
ち

に
あ
ふ
れ
る
楽
し
い
情
報
を
一
緒

に
発
信
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 
募
集
人
数　

５
人
（
選
考
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
、
平
成　

年
７
月　

日
現
在

２８

１５

　

歳
以
上
の
方

１８任　

期　
　

月
１
日
～
平
成　

年

１０

３０

９
月　

日
３０

※　

開
催
頻
度
な
ど
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

謝
礼
あ
り

男
女
共
同
参
画
情
報
誌

「
か
た
ら
い
」
市
民
編
集

委
員
募
集

応
募
方
法　

８
月　

日
（
消
印
有

１０

効
）
ま
で
に
、
直
接
、
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
、
小
論
文
（　

字
８００

以
内
・
課
題
＝
「
私
の
応
募
動

機
」
）・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
企

画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室
へ
。

問
合
先　

企
画
政
策
課
男
女
共
同

参
画
室
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所

１８４

不
要
・
市
役
所
本
庁
舎
２
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
５
３ 
　

儿　

儿
１

３８７

０４２

３８７

２
２
４
）

 　

公
民
館
本
館
と
貫
井
南
分
館

は
、
東
京
都
知
事
選
挙
の
実
施
に

伴
い
、
臨
時
休
館
し
ま
す
。

休
館
日　

７
月　

日
（
土
）・　

３０

３１

日
（
日
）

問
合
先　

公
民
館
本
館
（
☎　

儿
０４２

　

儿
１
１
８
４
）
、
公
民
館
貫
井

３８３南
分
館（
☎　

儿　

儿
１
１
６
８
）

０４２

３８３

 　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
促
進

事
業
と
は
、
街
な
か
に
複
数
の
サ

イ
ク
ル
ポ
ー
ト
（
自
転
車
貸
出
拠

点
）
を
設
置
し
、
ど
の
サ
イ
ク
ル

ポ
ー
ト
で
も
自
転
車
を
利
用
・
返

却
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

す
。
こ
の
事
業
を
小
金
井
市
・
調

布
市
・
三
鷹
市
で
連
携
し
て
実
施

し
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
９
月　

日
～　

月

２４

１１

　

日
に
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
配

２７布
す
る
、
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
の
位

置
や
エ
リ
ア
内
の
魅
力
を
紹
介
す

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
す
る
お

店
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
に
所
在
し
、
次

の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
店
舗

▽　

駐
輪
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
、
ま

た
は　

東
小
金
井
駅
か
ら　

㍍

ＪＲ

４００

以
内
に
あ
る
飲
食
店

▽　

持
ち
帰
り
用
の
料
理
や
お
菓

子
等
を
販
売
し
て
い
る
店
舗

募
集
店
舗
数　

５
店
舗
（
多
数
抽

FAX

公
民
館
本
館
・
貫
井
南
分
館

臨
時
休
館

三
市
連
携
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
イ
ク
ル
促
進
事
業
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
掲
載
店
募
集

選
）

申
込
書
配
布　

経
済
課
（
市
役
所

第
二
庁
舎
４
階
）
で
配
布
す
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申　

込　

７
月　

日
ま
で
に
、
申

２８

込
書
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
フ

ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直

接
、
経
済
課
産
業
振
興
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
３
１ 
　

儿　

儿
２

３８７

０４２

３８６

６
０
９
死s0

3
0
3
9
9
@
ko
gan
e

i-sh
i.jp

）
へ
。

 　
　

月
９
日
に
東
京
学
芸
大
学
を

１０
会
場
に
開
催
さ
れ
る
同
大
会
で

は
、　

回
目
の
開
催
を
記
念
し

１１

て
、ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
方
法
や
大
会
の
詳
細
等
に

つ
い
て
は
、
同
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w
w
w
.u
-gaku

gei.

a
c.jp
/~
a
scest/ysf/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ　

科
学
が
楽
し
く
親
し
み

や
す
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
イ
メ

ー
ジ
で
き
る
も
の

対　

象　

小
学
生
以
上
の
方

問
合
先　

応
募
に
つ
い
て
＝
同
大

会
実
行
委
員
会
事
務
局
・
本
川

（
☎　

儿
７
９
４
４
儿
１
９
０

０９０

０
）
、
事
業
に
つ
い
て
＝
生
涯
学

習
課
生
涯
学
習
係
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
７
９
）

 　

市
内
在
住
で
日
本
郵
政
グ
ル
ー

プ
女
子
陸
上
部
所
属
の
鈴
木
亜
由

子
さ
ん
（
女
子
１
万
㍍
、
同
５
千

㍍
）
と
関
根 
花  
観 
さ
ん
（
同
１
万

は
な 

み

㍍
）
が
、
８
月
開
催
の
同
大
会
へ

の
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

両
選
手
が
活
躍
で
き
る
よ
う
応

援
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係（
☎　

儿　

儿
２
４
６
２
）

０４２

３８６ FAX

「
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の

祭
典
」東
京
大
会　

小
金
井

ｉｎ

ロ
ゴ
マ
ー
ク
募
集

第　

回
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

３１
競
技
大
会
（
ブ
ラ
ジ
ル
・

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
）

出
場
決
定

　詳細については、各担当課等にお問い合わせくださ
い。
移転日　７月２５日（月）
※　同日より下記住所にて事業を行います。
移転先住所　本町５−３６−１７
移転機能等　①社会福祉協議会事務局②権利擁護セン
ター③ボランティア・市民活動センター④自立相談サ
ポートセンター⑤市民協働支援センター準備室⑥悠友
クラブ連合会事務局
問合先　①〜④について＝社会福祉協議会事務局（☎
０４２−３８６−０２９４）、地域福祉課地域福祉係（☎０４２−
３８７−９９１５）⑤について＝コミュニティ文化課文化推進
係（☎０４２−３８７−９９２３）⑥について＝悠友クラブ連合
会事務局（☎０４２−３０１−６３６３＝７月２５日から）、介護
福祉課高齢福祉係（☎０４２−３８７−９８４３）

　

市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

の
策
定
に
伴
い
、
学
識
経
験
者
、

ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
等
で
構
成
す

る
同
計
画
策
定
委
員
会
を
設
置
し

ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
公
募
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
人
員　

３
人
（
選
考
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
、
平
成　

年
７
月　

日
現
在

２８

１５

　

歳
以
上
の
方

１８※　

す
で
に
市
が
設
置
し
て
い
る

附
属
機
関
等
の
委
員
の
方
は
、

原
則
と
し
て
一
つ
ま
で
し
か
他

の
附
属
機
関
の
委
員
を
兼
ね
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
（
臨
時

的
・
時
限
的
に
設
置
さ
れ
る
附

属
機
関
は
、
そ
の
他
に
一
つ
に

限
り
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

※　

市
の
関
係
者
を
除
く
。

任　

期　

委
嘱
日
～
平
成　

年
３

２９

月　

日
３１

※　

開
催
頻
度
な
ど
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

報　

酬　

１
万
円
（
１
回
）

応
募
用
紙
配
布　

７
月　

日
か

１５

ら
、
生
涯
学
習
課
（
市
役
所
第
二

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画画

策
定
委
員
募

策
定
委
員
募
集集

　

去
る
５
月　

日
、
天
皇
皇
后

３１

両
陛
下
が
小
金
井
市
を
ご
訪
問

に
な
り
ま
し
た
。

　

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
ご
一
緒

に
外
出
さ
れ
る
こ
と
を
「 
行  
幸 

ぎ
ょ
う 
こ
う

 
啓 
」
と
言
い
ま
す
が
、
今
回
の

け
い行

幸
啓
は
天
皇
陛
下
（
当
時
皇

太
子
殿
下
）
が
小
金
井
に
お
住

ま
い
に
な
っ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど

　

年
の
節
目
の
こ
と
と
な
り
ま

７０す
。

　

行
幸
啓
に
際
し
、
篠
原
議
長

と
共
に
、
お
出
迎
え
、
ご
視
察

の
同
行
、
ご
会
食
、
お
見
送
り

の
役
を
賜
っ
た
こ
と
は
、
大
変

に
名
誉
で
あ
り
、
生
涯
忘
れ
得

な
い
、
か
け
が
え
の
な
い
体
験

で
し
た
。
ま
た
、
両
陛
下
が
お

召
し
上
が
り
に
な
っ
た
昼
食
に

は
、
江
戸
東
京
野
菜
や
小
金
井

産
の
野
菜
が
使
わ
れ
て
お
り
、

大
変
嬉
し
い
限
り
で
あ
り
ま
し

た
。
両
陛
下
は
、
お
会
い
に
な

っ
た
人
々
に
は
常
に
笑
顔
で
お

応
え
に
な
り
、
ま
た
皇
后
陛
下

は
、
子
ど
も
が
い
る
時
に
は
す

ぐ
そ
ば
ま
で
行
か
れ
、
愛
眼
と

笑
顔
で
接
し
、
時
に
は
ほ
っ
ぺ

た
に
手
を
触
れ
て
お
ら
れ
、
私

は
そ
の
優
し
い
お
姿
を
拝
見

し
、
深
く
感
銘
い
た
し
ま
し

た
。

　

さ
て
、
先
日
、
市
の
平
成　
２８

年
４
月
現
在
の
待
機
児
童
数
を

　

人
と
発
表
し
ま
し
た
。
昨
年

１５４同
時
期
の
待
機
児
童
数
は　

人
１６４

で
、
同
年
度
中
に　

人
の
定
員

１４９

増
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を

行
い
ま
し
た
が
、　

人
の
減
少

１０

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
入
所
で

き
な
か
っ
た
方
々
に
は
、
心
よ

り
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

待
機
児
童
が
解
消
さ
れ
な
い
背

景
に
は
、
転
入
増
や
働
き
た
い

と
願
う
保
護
者
の
増
加
等
が
あ

り
、
現
在
も
入
園
希
望
者
は
増

加
し
て
い
ま
す
。
若
人
世
代
の

方
々
に
と
っ
て
も
住
み
続
け
た

い
と
願
わ
れ
る
ま
ち
を
め
ざ

し
、
今
後
も
し
っ
か
り
と
将
来

予
測
を
行
い
な
が
ら
、
平
成　
２９

年
４
月
時
点
で
の
待
機
児
童
ゼ

ロ
へ
向
け
て
、
民
間
保
育
園
の

新
設
や
既
存
園
で
の
対
策
等
、

あ
ら
ゆ
る
方
策
を
複
合
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

小
金
井
が
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
で
あ
り
た
い

と
多
く
の
方
が
願
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
小
金
井
市
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
こ
き
ん
ち
ゃ

ん
に
は
、
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
の

宮
崎
駿
監
督
の
「
子
ど
も
が
元

気
な
ま
ち
が
発
展
す
る
ん
で

す
。」と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、

小
金
井
の
宝
で
あ
り
、
私
は
、

小
金
井
を
児
童
遊
園
や
子
ど
も

広
場
、
公
園
な
ど
、
遊
び
を
通

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
が
で
き

る
場
が
多
い
ま
ち
、
子
ど
も
の

元
気
な
笑
い
声
が
あ
ふ
れ
る
、

笑
顔
の
あ
る
ま
ち
に
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

天
皇
陛
下
ゆ
か
り
の
地
で
も

あ
る
小
金
井
市
が
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
も
最
良
の
ま
ち
で
あ

り
、
市
民
・
地
域
の
力
が 
活 
か

い

さ
れ
た
子
育
て
環
境
日
本
一
と

な
る
よ
う
奮
闘
し
て
ま
い
り
ま

す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
が
ね
い
未
来
通
信

こ
が
ね
い
未
来
通
信
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小
金
井
市
長
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伴う事業所等の移伴う事業所等の移転転


